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【事故の原因】

【事故の対策】

道路通行に支障となっている路肩の草を片
側交互通行の規制内で、肩掛け式草刈り機
で防護ネットにより保護しながら刈っていた
ところ、ネットの脇から飛び出した石が車の
サイドガラスに当たり破損した。

①事前調査による飛散の恐れがある障害物の確認に不備があった。

②飛び石対策として使用した防護ネットの配置及び移動方法に問題があった。

③道路の除草作業に適した機材を使用すべきであった。

①除草着手前の現場調査は、複数人で確認
し、あらかじめ飛散しそうな石等の障害物を
できるだけ除去する。

②防護板はＬ型やコの字型の物を使用する
など、飛び石飛散防止効果を上げるよう努め
るとともに、一度に刈る延長を短くすることや、
刃先の動きを確認しながら防護ネットを適切
に移動し、刃から防護ネットまでの距離を「３
０ｃｍ以内」に保つようにする。

③交通量の多い道路での作業時において
は、車両が通過するまで作業を一時中断す
ることや、飛び石防止効果のあるバリカン式
のアタッチメントを使用する
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交通量の多い道路での除草作業
・草刈機の動きに合わせて防護ネットを移動し、隙間が開かないようにすること。
・飛び石防止効果のあるバリカン式のアタッチメントを使用すること
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